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会名称 令和２年度伊予市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策定審議会(第１回) 
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出席者 

出席者：田中美和委員、佐々木典彦委員、徳永眞太郎委員、釜野鉄平委員、 

池田育生委員、柳澤勘一郎委員、権田哲郎委員、長尾泰委員、河本圭仁委員、

上本昌幸委員、中井淨委員、水本説男委員、岡本正満委員、友澤千代委員、 

日野桂子委員、山先森繁副市長、向井裕臣市民福祉部長 

事務局（長寿介護課）：室、野間、福積、池田、赤石 

傍聴者：なし 

会次第 

１． 開 会 

２． 委嘱状交付 

３． 市長挨拶 

４． 自己紹介 

５． 会長及び副会長選出 

６． 諮問 

７． 議事 

①高齢者保健福祉計画・第８期介護保険事業計画概要説明 

（１）高齢者保健福祉計画・第８期介護保険計画の策定について 

（２）伊予市の現状について 

②アンケート結果報告について 

（１）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果について 

（２）在宅介護実態調査結果について 

③今後のスケジュールについて 

＜報告事項＞ 
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只今より令和２年度第１回伊予市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策定審

議会を開催いたします。 

初めに委員の皆様に委嘱状の交付をいたします。 

（委嘱状交付） 

次に武智市長が開会のご挨拶を申し上げます。 

（市長挨拶） 

続きまして、会長・副会長の選任に移ります。本審議会条例第５条に「審議会に会長

及び副会長各１人を置き、委員の互選によりこれを定める。」とありますので、これ

より互選に移ります。選任方法についてどなたか、ご意見はありませんか。 

事務局一任 

それでは、前期会長の上本社会福祉協議会会長が今期引き続き委員に出ておられます

ので、会長をお願いしまして、副会長には岡本伊予市老人クラブ連合会会長にお願い

してよろしいでしょうか。 
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ここで、新会長にご挨拶をいただきたいと思います。 

（会長挨拶） 

ありがとうございます。 

それでは、伊予市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策定について、市長より

会長に諮問書を渡していただきます。 

よろしくお願いいたします。 

最初の審議会という事で、この審議会の設置目的、所掌事務等について説明させてい

ただきます。 

伊予市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策定審議会条例が、当審議会の設置

の根拠でございます。第１条で設置目的を、第２条で所掌事務を、第３条で組織を、

第４条で委員の任期を、第５条で会長及び副会長を、第６条で会議について、第７条

では意見の聴取等について、第８条では守秘義務についてそれぞれ規定をしておりま

す。 

本条例の規定により、委員の皆様の任期は、本日から令和５年３月３１日までとなり

ますのでよろしくお願い申し上げます。 

（傍聴者の募集の報告と欠席委員の報告） 

（傍聴者なし。欠席者なし） 

これより議事に入ります。審議会条例第６条第１項の規定により、会長が議長を務め

ることとなりますので、宜しくお願いします。 

 

それでは、議事に入ります。議題①「高齢者保健福祉計画及び第８期介護保険事業計

画概要説明」について、事務局より説明をお願いいたします。 

＜事務局説明＞ 

事務局の説明について、ご質問はありませんか。 

無いようですので、議題②「アンケート結果報告」について、事務局より説明をお願

いいたします。 

＜事務局説明＞ 

ニーズ調査、在宅介護実態調査の結果報告がありました。何かわかりにくいところや

ご質問がありましたらお願いいたします。 

資料２の介護予防・日常生活圏域ニーズ調査、結果の概要について、お聞きします。 

（２）地域活動づくりの参加意向の欄で、「ぜひ参加したい」「参加してもよい」とい

う方が半分以上という結果になっているのですが、それに反して（１）地域活動への

参加の状況に関しては、「参加していない」という人が６割から 7割という状況です。

色々活動したいという気持ちはありながらも、実際には活動できていないと読み取れ

ると思うのですが、そのあたり、事務局はどのように分析しているのでしょうか。 

各地域で実施されているサークル等については、自主的に参加するというのは難しい

かもしれません。 

長寿介護課では、現在、いきいきサロンなど、介護予防のための通いの場等も開設し、

様々な講座等を支援しています。他にも、介護予防に関するハンドブックを作って配

布をしています。 

伊予市の実態としては、「週１回以上の通いの場の参加率」では、平均を大きく上回
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っています。ただ、ニーズ調査の結果を見ると、同じ方が何度も参加されていると思

われます。今後は、初めての方に対する周知を実施していく必要があると思います。 

介護予防は非常に重要なところだと思います。75 歳になる私の母が「ボランティア

をしたい」ということで、市にお願いをしたことがあるそうです。「75歳を超えてボ

ランティアを始めるという心意気が素晴らしいですね」と褒めていただいたそうで、

喜んで帰ってきたそうですが、それっきり行ってないそうです。 

「行くだけで満足した。」ということもありますので、まずは、気軽に参加しやすい

メニューを続けていくと良いのではないかと思いました。何か良い仕組み作りができ

たら良いと思います。 

ありがとうございます。只今の委員さんの御意見に関して、市では今年度から高齢者

施設を伊予地区、中山地区、双海地区各地区で「生きがい活動センター」に再編した

ところです。そこで、先ほどおっしゃられたような「積極的に地域に出ていって何か

の活動をしたい」方々の活動の場を設けるようにしておりますので、その活用も進め

ていきたいと考えております。 

資料３の在宅介護実態調査の集計結果をご覧ください。（３）主な介護者が不安に感

じる介護という調査がありますが、ここは本当に今の時代を反映しているところで

す。注目すべきところとしては、「認知症への対応」が 32.1％と出ています。市長か

らもお話があったと思いますが、これから「３人に１人が認知症になる時代」だと言

われています。本当に不安に感じている事で、全国の他の市で「認知症の方が徘徊し

ていなくなった場合の保険をかけた」という事例もありましたが、伊予市としても認

知症に対する施策を重点的に考えていかれてはどうかと思いました。 

他に意見はございませんでしょうか。 

アンケート調査をしたものの、結果を活かすのは難しいところもあると思います。本

年度、予定では審議会は４回あるので、その時に今回のアンケート結果を持って来て

いただいて、活用していただければと思います。 

それでは、議題③「今後のスケジュール」についてお願いします。 

今年度はこの策定審議会を４回予定しております。本日、１回目を開催しましたが、

10 月中旬に第２回目を予定しております。この際に第８期介護保険事業計画、事業

の推計、骨子案について審議していただけたらと思います。12 月中旬には第３回と

して計画の素案、パブリックコメントについて、２月中旬には第４回のパブリックコ

メントの結果、そして最後に介護保険料について審議していただき、２月中旬に事業

計画案の答申をできるようスケジュールを組んでおりますので、よろしくお願いいた

します。 

このことについてご質問がありましたらお願いいたします。 

以上で議事を終わらせていただきます。委員の皆様方には議事進行に御協力いただき

ありがとうございました。 

以上で審議会を閉じさせていだきます。本日はありがとうございました。 

 

 

 

 


